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２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 補助 事業類型

荒堀頭首工
佐那具町地内
上野頭首工

大沢池補修工事：取水施設補修　一式

※老朽化した土地改良施設の修繕工事を行い、施設の機能
保全と長寿命化を図る。工事負担金は全国土地改良事業団
体連合会（全土連）へ５年間拠出、工事年は10%負担。工事の
際、全土連から補助金と共に交付金を受け工事実施。

引続き事業採択を求める水利組合、土地改良区等の要
望は多い。しかし、県の採択事業枠の関係で全ての要望
には応えられていない状況にある。
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農業施設の機能保持と耐用年数の延命が図られ維持管理経費
が節減する。
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土地改良事業管理経費

土地改良施設維持管理適正化事業
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総合評価
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事業採択箇所数

評価項目 ポイント 評価項目についてのコメント

2

2

30,460

高瀬幹線用水路

比土地内
木方池補修

西湯舟地内
あぜ原池

音羽地内
黒杭池

拠出金
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

市単規模以上で一般の国･県の補助事業の採択を受けることができない土地改良施設の維持修繕事業の採択が出来
る。さらに、受益者の事業負担金を5年間の拠出として分割納付でき、一時負担の軽減を図れる。

土地改良施設の経年劣化に対し、補助事業による適切な維持管理を推進することで施設の長寿命化と維持管理費の軽
減できる。また、市及び受益者負担金を５ヵ年間拠出（積立）、事業に伴なう一事負担が軽減できる制度となっている。

県の事業採択枠の減少から事業要望箇所の事業採択待ちと言う状況が発生しつつある。
採択事業については、工事計画どおり整備できた。

工事の設計･施工は平成１８年度より本庁業務に集約し職員配置の効率化に努め、さらに工事設計時には公共工事副
産物対策を考慮。
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土地改良施設維持管理適正化事業

持続的で個性的な農林業を実践する
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A 拡大 国･県の補助率が高く受益者負担、市費負担の軽減に繋がることから、採択基準に見合う工事の採択申請を積極的に行う。また、工事
コストの削減を図る。
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